
戦
後
日
本
の
性
と
生
殖
を
め
ぐ
る

健
康
と
権
利
の
問
題
を
解
き
明
か
す
基
本
資
料
！ 
戦
後
日
本
の
性
と
生
殖
を
め
ぐ
る

健
康
と
権
利
の
問
題
を
解
き
明
か
す
基
本
資
料
！ 

六花出版

復刻版復刻版 全9巻全9巻

人
工
妊
娠
中
絶
は
お
ろ
か
避
妊
す
ら
禁
じ
ら
れ
た
戦
前
の

「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
」政
策
が
一
転
し
た
、敗
戦
直
後
。

民
間
団
体
と
し
て「
家
族
計
画
運
動
」を
担
っ
た
の
は
、

日
本
家
族
計
画
普
及
会（
の
ち
に
日
本
家
族
計
画
協
会
）で
あ
っ
た
。

官
学
民（
行
政
・
専
門
家
・
民
間
団
体
）の
協
力
体
制
を

絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
つ
く
り
あ
げ
、そ
れ
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、

草
の
根
の
受
胎
調
節
実
地
指
導
員（
助
産
師
や
保
健
師
）と

手
を
携
え
、企
業
へ
、労
働
組
合
へ
、農
村
へ
、

炭
鉱
へ
、家
庭
へ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
運
動
を
展
開
し
た
。

機
関
紙『
家
族
計
画
』は
、世
界
的
に
も
特
異
な
あ
ゆ
み
を
た
ど
っ
た
、

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
歴
史
を
跡
づ
け
る
う
え
で

欠
か
せ
な
い
基
本
資
料
で
あ
る
。

揃
定
価
◉
２
７
０
、０
０
０
円
＋
税
（
税
込
２
９
７
、０
０
０
円
）

配
本
◉
全
３
回
配
本

Ｂ
４
判
・
上
製
・
総
約
２
９
０
０
ペ
ー
ジ

推
薦
◉
阿
藤
誠
・
上
野
千
鶴
子
・
荻
野
美
穂
・
草
野
い
づ
み
・
藤
野
豊
（
五
十
音
順
）

日本家族計画協会機関紙
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日
本
家
族
計
画
普
及
会
（
の
ち
に
日
本
家
族
計
画
協
会
に
改
称
）
は
、
世
界
的
な
産
児
調
節

運
動
家
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
が
日
本
家
族
計
画
連
盟
（
以
下
連
盟
）
設
立
を
祝
し
来

日
し
た
年
に
発
足
し
た
。「
連
盟
」
は
、
加
藤
シ
ヅ
エ
や
馬
島
僴
な
ど
戦
前
か
ら
の
産
児
調

節
運
動
の
流
れ
を
汲
み
つ
つ
、
国
立
公
衆
衛
生
院
院
長
古
屋
芳
雄
、
医
者
で
優
生
保
護
法

成
立
に
寄
与
し
た
国
会
議
員
で
も
あ
る
太
田
典
礼
な
ど
も
関
わ
っ
て
い
た
。
い
っ
ぽ
う
日

本
家
族
計
画
普
及
会
は
い
わ
ば
新
参
の
国
井
長
次
郎
が
独
自
に
つ
く
っ
た
民
間
団
体
で
、

連
盟
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
ひ
と
び
と
が
「
い
つ
、
何
人
産
む
か
」
を
主
体
的
に
決
め

る
と
い
う
こ
と
を
啓
発
す
る
、
家
族
計
画
運
動
を
展
開
し
た
。

そ
の
運
動
手
法
は
、
行
政
と
協
力
し
な
が
ら
、
企
業
や
労
働
組
合
に
積
極
的
に
働
き
か

け
、
職
場
や
家
庭
に
入
っ
て
避
妊
の
方
法
を
具
体
的
に
伝
え
、
男
性
に
こ
そ
理
解
が
必
要

だ
と
も
訴
え
る
も
の
だ
っ
た
。
避
妊
具
を
提
示
し
た
講
習
会
を
開
く
だ
け
で
な
く
、
各
家

庭
に
避
妊
具
と
料
金
箱
を
回
す
と
い
う
よ
う
な
実
際
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

現
場
で
は
保
健
師
や
助
産
師
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
全
国
各
地
域
へ
の
浸
透
も
お
こ
な
っ

て
農
村
や
炭
鉱
で
も
実
績
を
積
ん
で
い
っ
た
。

人
口
抑
制
政
策
推
進
が
落
ち
着
い
た
あ
と
で
も
、
家
族
計
画
は
人
口
政
策
と
い
う
国
家

的
課
題
の
解
決
手
段
で
は
な
い
と
い
う
信
念
の
も
と
、
女
性
の
健
康
を
守
る
と
い
う
目
的

は
ゆ
る
が
な
か
っ
た
。「
家
族
計
画
は
母
子
保
健
の
一
環
」
と
し
て
女
性
や
妊
産
婦
の
健
康
、

乳
幼
児
の
健
康
に
つ
い
て
、
当
事
者
に
実
用
的
な
支
援
や
相
談
を
お
こ
な
っ
た
。
法
整
備

に
関
し
日
本
政
府
に
対
し
て
働
き
か
け
る
際
は
、
連
盟
が
前
面
に
立
ち
、
日
本
家
族
計
画

協
会
の
機
関
紙
『
家
族
計
画
』
は
広
報
を
一
手
に
担
っ
た
。
七
〇
年
代
八
〇
年
代
に
起
き

た
優
生
保
護
法
「
改
正
」
の
動
き
に
対
し
て
も
、
連
盟
と
協
会
が
二
人
三
脚
で
中
絶
禁
止

反
対
の
世
論
拡
大
に
貢
献
し
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

機
関
紙
『
家
族
計
画
』
は
発
刊
以
来
、
毎
月
一
度
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
家
族
計
画
や
母

子
保
健
の
貴
重
な
情
報
源
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
戦
後
日
本
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
歴
史
を
た
ど
る
う
え
で
必
須
の
重
要
資
料
を
復
刻
す
る
。

 

（
六
花
出
版
編
集
部
）

関
連
年
表

関連年表
年

事
項

１
９
０
７

堕
胎
罪
制
定
。
２
０
２
３
年
現
在
も
存
続

１
９
２
２

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
初
来
日
。
各
地
で
産
児
調
節
運
動
盛
ん
に
な
る

１
９
３
０

有
害
避
妊
器
具
取
締
規
則

１
９
３
７

母
子
保
護
法
制
定
。
産
児
調
節
運
動
へ
の
弾
圧
厳
し
く
な
る

１
９
４
１

人
口
政
策
確
立
要
綱（
産
め
よ
殖
や
せ
よ
政
策
）

１
９
４
５

敗
戦

１
９
４
８

優
生
保
護
法
成
立
。「
不
良
な
子
孫
の
出
生
の
防
止
」と「
母
性
の
生
命
健
康
の
保
護
」が
目
的
。

条
件
付
き
で
人
工
妊
娠
中
絶
を
合
法
化
。遺
伝
性
疾
患
を
理
由
と
し
た
中
絶
と
不
妊
手
術
を
許
可

１
９
４
９

優
生
保
護
法
改
定
。
中
絶
要
件
に
経
済
的
理
由
が
入
る

１
９
５
１

閣
議
で
受
胎
調
節（
避
妊
）の
普
及
を
決
定

１
９
５
２

国
際
家
族
計
画
連
盟（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）創
立（
本
部
ロ
ン
ド
ン
）

１
９
５
４

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
来
日
。
日
本
家
族
計
画
連
盟
設
立
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
加
盟

日
本
家
族
計
画
普
及
会
創
立
。
機
関
紙
『
家
族
計
画
』
創
刊

１
９
５
５

厚
生
大
臣
、
常
磐
炭
鉱
で
の
家
族
計
画
運
動
を
視
察

１
９
５
６

事
業
部
で
岡
本
ゴ
ム
工
業
と
提
携
し
て
避
妊
具
の
製
造
販
売
を
開
始

日
本
家
族
計
画
普
及
会
、
第
一
回
家
族
計
画
普
及
全
国
大
会
開
催
。
厚
生
省
と
共
催

年
間
の
人
工
妊
娠
中
絶
数
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

１
９
５
７

企
業
体
の
家
族
計
画
運
動
、
急
速
に
進
展
、
こ
の
年
の
う
ち
に
１
０
０
社
突
破
を
見
込
む

１
９
６
２

日
本
家
族
計
画
普
及
会
、
改
称
。
日
本
家
族
計
画
協
会
に

１
９
６
３
「
共
稼
ぎ
婦
人
の
健
康
生
活
講
座
」
を
開
催

１
９
６
４
「
経
口
避
妊
薬
の
許
可
は
是
か
非
か
」
を
『
家
族
計
画
』
紙
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト

『
家
族
計
画
』
紙
上
で
母
性
保
健
基
本
法
を
求
め
る
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始

１
９
６
５

母
子
保
健
法
公
布

１
９
７
２

優
生
保
護
法
の
中
絶
要
件
か
ら
経
済
的
事
由
を
削
除
し
、
胎
児
条
項
（
胎
児
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
場
合
に
中
絶
を
許
可
）な
ど
を
加
え
る
改
定
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
る

１
９
７
３

優
生
保
護
法
改
定
案
、
再
度
提
出
。
継
続
審
議
へ

１
９
７
４

胎
児
条
項
を
削
除
し
た
修
正
案
が
衆
院
通
過
。
参
院
で
審
議
未
了
、
廃
案

１
９
８
２

優
生
保
護
法
の
中
絶
要
件
か
ら
経
済
的
事
由
を
削
除
す
る
件
に
つ
き
国
会
で
議
論
さ
れ
る

機
関
紙
名
「
家
族
計
画
」
を
「
家
族
と
健
康
」に
改
題

１
９
８
４

思
春
期
外
来
を
開
設
。
若
年
層
の
性
の
悩
み
の
相
談
に
の
る

１
９
９
６

優
生
保
護
法
改
定
、「
不
良
な
子
孫
の
出
生
防
止
」
に
関
わ
る
条
文
お
よ
び
遺
伝
性
疾
患
・
精
神

病
を
理
由
と
し
た
不
妊
手
術
、
中
絶
を
認
め
る
優
生
条
項
を
削
除
。
名
称
も
母
体
保
護
法
へ

２
０
０
２

加
藤
シ
ヅ
エ
会
長
の
死
去
に
伴
い
連
盟
解
散
。
活
動
は
一
部
日
本
家
族
計
画
協
会
に
委
譲

２
０
１
２

一
般
社
団
法
人
に
移
行

２
０
１
９

仙
台
地
裁
、
優
生
保
護
法
は
違
憲
と
い
う
判
決

２
０
２
３

前
年
以
来
、
高
裁
等
で
優
生
保
護
法
に
よ
る
強
制
不
妊
手
術
に
対
し
、
除
斥
期
間
を
認
め
ず
国

に
損
害
賠
償
を
求
め
る
判
決
相
次
ぐ

刊行にあたって

第1号　1954年4月20日

内容見本
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「
家
族
計
画
」と
は
戦
後
の
産
児
制
限
の
婉
曲
語
法
で
あ
る
。
明
治
期
に
成
立
し
た
刑
法
堕
胎
罪

の
残
る
日
本
で
、
優
生
保
護
法
の「
経
済
的
理
由
」の
拡
大
解
釈
に
よ
っ
て
、
日
本
は「
中
絶

天
国
」と
い
う
不
名
誉
な
名
前
を
も
ら
っ
た
。「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
」の
戦
時
下
の
か
け
声
に
代
わ
っ
て
、

敗
戦
後
の
日
本
に
外
地
か
ら
六
〇
〇
万
人
が
引
き
揚
げ
た
日
本
で
は
、
出
産
抑
制
が
喫
緊
の
課
題
だ
っ

た
。そ

の
後
、「
家
族
計
画
」は
子
沢
山
に
苦
し
む
女
性
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
て
、急
速
に
普
及
し
た
。世
界
的

に
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
起
こ
り
、「
中
絶
の
自
由
」を
求
め
て
各
国
の
女
性
た
ち
が
権
力
と
闘
っ
た

と
き
、
日
本
の
女
性
は
闘
う
必
要
が
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
た
め
に
避
妊
法
の
普
及
は
遅
れ
、
ピ
ル
の

受
容
に
も
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
は
消
極
的
だ
っ
た
し
、
認
可
に
も
時
間
が
か
か
っ
た
。「
な
ぜ
避
妊
よ

り
中
絶
を
優
先
し
た
の
か
？
」と
外
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
者
に
問
わ
れ
る
ほ
ど
、
日
本
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
政

策
は
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
に
特
異
で
あ
る
。そ
の
謎
を
解
く
エ
ビ
デ
ン
ス
が
こ
こ
に
あ
る
。 

（
う
え
の
・
ち
づ
こ
）

戦
後
、
世
界
を
驚
か
せ
た
日
本
の
急
激
な
出
生
率
低
下
は
、
主
と
し
て
優
生
保
護
法
改
正
に
と
も

な
う
中
絶
利
用
の
激
増
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
家
族
計
画
（
避
妊
）は
政
府
の
消
極
姿
勢
も
あ

っ
て
広
が
り
を
欠
い
て
い
た
が
、一
九
五
四
年
の
日
本
家
族
計
画
連
盟
の
成
立
・
日
本
家
族
計
画
普
及
会

の
設
立
に
よ
り
状
況
は
一
変
し
た
。
普
及
会
の
創
設
者
・
国
井
長
次
郎
は
、
行
政
と
も
協
力
し
つ
つ
民
間

主
導
の
家
族
計
画
普
及
体
制
を
構
築
し
、
避
妊
の
普
及
・
中
絶
の
減
少
に
貢
献
し
た
。
普
及
会
設
立
と

同
時
に
発
刊
さ
れ
た
月
刊
紙『
家
族
計
画
』は
、
普
及
会
自
身
が
関
わ
っ
た
家
族
計
画
普
及
全
国
大
会
、

自
治
体
・
企
業
・
労
組
に
お
け
る
普
及
活
動
、
家
族
計
画
運
動
の
指
導
層
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
実
地
指
導
員

の
声
、
さ
ら
に
家
族
計
画
・
中
絶
・
人
口
な
ど
に
関
連
し
た
国
内
・
国
外
の
動
き
を
克
明
に
伝
え
続
け
て

き
た
。
そ
の
意
味
で
本
復
刻
版
は
、
日
本
の
家
族
計
画
の
普
及
過
程
を
記
録
し
た
第
一
級
資
料
で
あ
り
、

人
口
・
公
衆
衛
生
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
研
究
者
に
と
っ
て
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
ろ
う
。

（
あ
と
う
・
ま
こ
と
）

現
在
は
少
子
化
対
策
の
必
要
性
が
強
く
叫
ば
れ
る
日
本
だ
が
、
か
つ
て
は
避
妊
を
基
本
と
す
る
家

族
計
画
の
習
慣
を
い
か
に
国
民
の
間
に
広
め
て
定
着
さ
せ
、
出
生
率
を
低
下
さ
せ
る
か
が
国
家

的
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
。日
本
家
族
計
画
普
及
会（
現
・
日
本
家
族
計
画
協
会
）は
そ
の

運
動
の
中
核
を
担
っ
た
組
織
で
あ
り
、
機
関
紙『
家
族
計
画
』の
紙
面
を
追
っ
て
い
く
と
、
第
二
次
世
界

大
戦
直
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
を
へ
て
現
在
に
い
た
る
時
期
に
、
日
本
人
の
生
殖
行
動
に
は
い
か
に

大
き
な
変
化
が
生
じ
た
か
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
て
く
る
。

国
家
の
人
口
政
策
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
子
ど
も
や
家
族
を
め
ぐ
る
人
々
の
意
識
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
、
生
殖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
何
が
中
心
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
、

そ
れ
は
ど
ん
な
理
由
に
よ
る
の
か
、
人
工
妊
娠
中
絶
や
優
生
保
護
法
、
ピ
ル
、
あ
る
い
は
母
子
保
健
や
障

害
を
も
つ
子
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
家
族
計
画
や

医
療
の
専
門
家
ば
か
り
で
な
く
、
生
殖
の
一
番
の
当
事
者
で
あ
る
女
性
た
ち
は
こ
の
間
の
動
き
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
り
あ
っ
て
き
た
の
か
│
│
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
性
と
生
殖
の
日
本
近
現
代
史
を
語
る
う

え
で
本
紙
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
第
一
級
の
資
料
で
あ
り
、そ
の
復
刻
が
実
現
し
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
と

も
に
、今
後
の
研
究
に
存
分
に
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。 

（
お
ぎ
の
・
み
ほ
）

日
本
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
＆
ラ
イ
ツ
）は

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
か
？

上
野
千
鶴
子
◉
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

人
口
・
公
衆
衛
生
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
研
究
の

第
一
級
資
料

阿
藤
誠
◉
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
名
誉
所
長

性
と
生
殖
の
近
現
代
史
を
語
る
上
で
必
須
の
資
料

荻
野
美
穂
◉
元
大
阪
大
学
・
同
志
社
大
学
教
授

推 薦 します
（順不同）

岡本ゴムを視察。左より3人目から近泰男・国井
長次郎・加藤シヅエ・山口シズエ（1954年7月）

第1回家族計画普及全国大会
（1956年11月20日）
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わ
た
く
し
た
ち
が「
家
族
計
画
」と
い
う
言
葉
か
ら
ま
ず
連
想
す
る
の
は
、
女

性
の
身
体
を
守
る
た
め
に
避
妊
の
知
識
を
普
及
さ
せ
て
計
画
的
出
産
を
お

こ
な
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
そ
れ
は「
家
族
計
画
」の
一

面
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
表
裏
一
体
の
関
係
で
、「
家
族
計
画
」に
は
、

障
害
児
を
産
ま
せ
な
い
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
背
景
に
は
、
優
生
保
護
法
に
よ
り
普
及
さ
せ
ら
れ
た
、
障
害
児
を
産
む

こ
と
は
、
家
族
に
と
っ
て
も
、
社
会
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
国
家
に
と
っ
て
も
不
幸

で
あ
る
と
い
う
優
生
思
想
に
基
づ
く
認
識
が
あ
っ
た
。

日
本
家
族
計
画
普
及
会
が
発
行
し
て
い
た『
家
族
計
画
』に
は
、そ
う
し
た
認
識

を
示
す
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
優
生
保
護
法
に
よ
り
国
家
が
お
こ
な
っ

た
強
制
不
妊
手
術
の
過
ち
が
法
廷
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
今
、
そ
う
し
た
過
ち
を

お
こ
な
っ
た
国
家
の
責
任
は
も
ち
ろ
ん
、
過
ち
を
支
え
て
き
た
わ
た
く
し
た
ち
の

責
任
も
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
六
花
出
版
に
よ
る『
家
族
計
画
』は
時
宜

に
か
な
っ
た
復
刻
で
あ
る
。 

（
ふ
じ
の
・
ゆ
た
か
）

大
正
時
代
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ン
ガ
ー
の
来
日
を
機
に
人
び
と
の
注
目
を
集
め

た
産
児
調
節
は
、
戦
時
は「
危
険
思
想
」と
さ
れ
、「
産
め
よ
殖
や
せ
よ
」の
人

口
増
強
政
策
の
下
で
弾
圧
さ
れ
た
。
日
本
家
族
計
画
普
及
会
の
機
関
紙『
家
族
計
画
』

は
戦
後
の
一
九
五
四
年
に
創
刊
さ
れ
た
。
発
刊
当
初
の
紙
面
か
ら
は
、
新
た
に
運
動

を
展
開
し
て
い
く
意
気
込
み
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
炭
鉱
や
製
鉄
所
な

ど
の
企
業
体
、
労
組
、
農
村
部
等
に
指
導
員
が
出
向
き
、
全
国
的
な
運
動
が
展
開
さ

れ
た
。
紙
面
に
は
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
避
妊
や
妊
娠
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、

海
外
の
事
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、そ
の
時
代
の
状
況
が
わ
か
る
。

敗
戦
後
の
日
本
に
は
、
国
家
的
に
は
過
剰
人
口
の
抑
制
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
が
、

日
本
家
族
計
画
普
及
会
を
創
設
し
た
国
井
長
次
郎
は「
家
族
計
画
と
い
う
の
は
、
人

間
が
よ
り
人
間
ら
し
く
、
ゆ
た
か
に
、
文
化
的
に
生
き
た
い
と
い
う
希
い
が
基
礎
に

な
っ
て
い
る
…
…
あ
く
ま
で
個
人
的
な
も
の
、
人
間
的
な
も
の
で
あ
っ
て
そ
こ
に
は

国
家
の
匂
い
は
入
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」（
第
4
号
）と
主
張
し
た
。

当
初
は
激
増
す
る
危
険
な
中
絶
を
な
く
す
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
民
間
の
家
族
計

画
運
動
は
、国
井
の
信
念
に
も
と
づ
き
広
が
っ
て
い
っ
た
。年
を
追
っ
て
紙
面
を
見
て

い
く
と
、「
人
工
妊
娠
中
絶
」「
農
村
婦
人
」「
働
く
母
親
」「
不
妊
」「
若
者
の
結
婚
観
」

「
経
口
避
妊
薬
」「
女
の
人
権
と
性
」な
ど
、
そ
の
時
代
ご
と
の
新
た
な
課
題
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。読
み
通
す
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。 

（
く
さ
の
・
い
づ
み
）

日
本
社
会
の
優
生
思
想
を
検
証
す
る

藤
野
豊
◉
元
敬
和
学
園
大
学
教
員

国
家
で
は
な
く
個
人
の
た
め
の

「
家
族
計
画
」を
追
求

草
野
い
づ
み
◉
帝
京
大
学
教
授

推薦します

第37号　1957年4月20日

第
30
号　

１
９
５
６
年
９
月
20
日

内容見本
（順不同）
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第
47
号　

１
９
５
８
年
２
月
20
日

内容見本既刊図書のご案内

第9号　1954年12月20日

《
編
集
復
刻
版
》

優
生
保
護
法
関
係
資
料
集
成

第
2
期
＝
市
民
運
動
編
全
8
巻

《
編
集
復
刻
版
》

優
生
保
護
法
関
係
資
料
集
成

第
１
期
全
６
巻

戦
後
初
期
人
身
売
買
／

子
ど
も
労
働
問
題
資
料
集
成

全
10
巻《
編
集
復
刻
版
》

戦
後
民
主
主
義
が
生
ん
だ
優
生
思
想

│
│
優
生
保
護
法
の
史
的
検
証

「
黒
い
羽
根
」の
戦
後
史

│
│ 

炭
鉱
合
理
化
政
策
と
失
業
問
題

 ◆
編
・
解
説
＝
荻
野
美
穂

一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
、
実
質
的
中
絶
禁
止
と
、

障
害
を
理
由
と
し
た
胎
児
中
絶
可
能
と
い
う
、
政

府
の
「
改
正
」
の
動
き
に
対
し
て
、
女
性
た
ち
、

障
害
者
た
ち
、
生
命
尊
重
派
た
ち
が
繰
り
広
げ
た

運
動
の
あ
り
よ
う
を
活
写
す
る
資
料
約
９
０
０
点

を
編
集
復
刻
！

 ◉
体
裁
 │
│
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
２
、８
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価
 │
２
０
０
、０
０
０
円
＋
税

（
税
込
２
２
０
、０
０
０
円
）

 ◉
推
薦
│
│
芦
野
由
利
子
・
飯
田
祐
子
・
上
野
千
鶴

子
・
江
原
由
美
子
・
加
藤
秀
一
・
齋
藤

有
紀
子
・
田
嶋
陽
子
・
立
岩
真
也
・
柘

植
あ
づ
み
・
堂
本
暁
子
・
新
里
宏
二
・

藤
井
克
徳
・
森
岡
正
博
・
米
津
知
子

第
１
回
配
本
（
第
１
〜
３
巻
）

２
０
２
０
年
12
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978-4-86617-116-6 

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

第
２
回
配
本
（
第
４
〜
６
巻
）

２
０
２
１
年
５
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978-4-86617-120-3 

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

第
３
回
配
本
（
第
７
・
８
巻
）　
２
０
２
１
年
11
月
刊

ISBN
978-4-86617-124-1

本
体
５
０
、０
０
０
円
＋
税

（
税
込
５
５
、０
０
０
円
）

 ◆
編
・
解
説
＝
松
原
洋
子

人
工
妊
娠
中
絶
を
可
能
に
し
た
優
生
保
護
法
は
、

戦
前
か
ら
の
優
生
思
想
を
さ
ら
に
強
化
し
、
障
害

が
あ
る
人
や
子
ど
も
を
育
て
る
能
力
が
な
い
と
み

な
さ
れ
た
人
に
対
し
て
の
不
妊
手
術
を
強
制
す
る

根
拠
と
も
な
っ
た
。

優
生
保
護
法
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
人
び
と
に

ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
政
府
資
料
、
各
自
治
体
資
料
３
２
２

点
を
編
集
復
刻
！

 ◉
体
裁
 │
│
Ａ
４
判
・
上
製
・
総
２
、１
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価
 │
１
５
０
、０
０
０
円
＋
税

（
税
込
１
６
５
、０
０
０
円
）

 ◉
推
薦
 │
│
岡
田
靖
雄
・
藤
野
豊
・
市
野
川
容
孝

第
１
回
配
本
（
第
１
〜
３
巻
）

２
０
１
９
年
12
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978 -4 -86617 -082 -4 

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

第
２
回
配
本
（
第
４
〜
６
巻
）

２
０
２
０
年
５
月
刊
　
本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978 -4-86617 -086 -2 

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

 ◆
編
・
解
説
＝
藤
野
豊
・
石
原
剛
志

敗
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
公
娼
が
廃
止
さ
れ
、

児
童
の
労
働
へ
の
明
確
な
基
準
が
決
定
し
た
が
、

生
活
困
窮
が
直
接
人
身
売
買
に
結
び
つ
く
日
本
社

会
の
土
壌
は
容
易
に
変
化
し
な
か
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
前
夜
、
日
本
国
憲
法
の
も
と
奴

隷
的
労
働
を
強
い
ら
れ
た
女
性
や
子
ど
も
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
歴
史
的
資
料
と
し
て
復

刻
す
る
。

 ◉
体
裁
 │
│
Ａ
５
判
（
第
１
巻
〜
第
６
巻
）・

Ａ
４
判
（
第
７
巻
〜
第
10
巻
）／

上
製
／
総
約
４
、０
０
０
ペ
ー
ジ

 ◉
揃
定
価
 │
１
９
６
、０
０
０
円
＋
税

（
税
込
２
１
５
、６
０
０
円
）

 ◉
推
薦
 │
│
逸
見
勝
亮
・
角
田
由
紀
子
・

岩
田
正
美
・
増
山
均

第
１
回
配
本

２
０
１
３
年
12
月
刊
　
本
体
６
４
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978-4-905421-41-2

（
税
込
７
０
、４
０
０
円
）

第
２
回
配
本

２
０
１
４
年
６
月
刊
　
本
体
５
７
、０
０
０
円
＋
税

ISBN
978-4-905421-46-7

（
税
込
６
２
、７
０
０
円
）

第
３
回
配
本
　
２
０
１
４
年
12
月
刊

ISBN
978-4-905421-50-4

本
体
７
５
、０
０
０
円
＋
税

（
税
込
８
２
、５
０
０
円
）

 ◆
著
＝
藤
野
豊

「
公
共
の
福
祉
」
の
名
の
も
と
に
、
戦
後
民
主
主
義

社
会
に
お
い
て
48
年
間
、
優
生
思
想
を
体
現
し
た
法
律

が
存
在
し
て
い
た
。「
生
ま
れ
て
は
困
る
子
ど
も
」
を

産
ま
せ
ず
、「
子
ど
も
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
人
」
を

峻
別
し
た
優
生
保
護
法
の
歴
史
を
解
読
す
る
。

 ◉
体
裁
 │
│
Ａ
５
判
／
並
製
／
３
０
４
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価
 │
│
１
、８
０
０
円
＋
税　
（
税
込
１
、９
８
０
円
）

２
０
２
１
年
４
月
刊

ISBN
978-4-86617-132-6

 ◆
著
＝
藤
野
豊

合
理
化
政
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て
失
業
し
、

悲
惨
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
炭
鉱
労
働
者
と
そ
の
家
族

に
対
し
て
、
世
論
を
動
か
し
「
炭
鉱
離
職
者
臨
時
措
置

法
」
を
と
も
か
く
も
成
立
さ
せ
る
ま
で
の
15
年
間
を
踏

査
。

 ◉
体
裁
 │
│
Ａ
５
判
／
上
製
／
３
６
０
ペ
ー
ジ

 ◉
定
価
 │
│
２
、８
０
０
円
＋
税　
（
税
込
３
、０
８
０
円
）

２
０
１
９
年
９
月
刊

ISBN
978-4-86617-079-4
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◉
体
裁Ｂ

４
判
・
上
製
・
総
約
２
、９
０
０
ペ
ー
ジ

◉
揃
定
価

２
７
０
、
０
０
０
円
＋
税
（
税
込
２
９
７
、
０
０
０
円
）

（
全
３
回
配
本
）

◉
推
薦
（
五
十
音
順
｝

阿
藤
誠
・
上
野
千
鶴
子

荻
野
美
穂
・
草
野
い
づ
み

藤
野
豊

復刻版復刻版
全9巻全9巻

日本家族計画協会機関紙
第1回配本 第1巻 ─1954年4月～58年6月

第2巻 ─1958年7月～61年12月

第3巻 ─1962年～64年

2023年6月刊
本体9万円＋税
（税込99,000円）

ISBN978-4-86617-214-9

第2回配本 第4巻 ─1965年1月～68年6月

第5巻 ─1968年7月～71年12月

第6巻 ─1972年～74年

2023年11月刊
本体9万円＋税
（税込99,000円）

ISBN978-4-86617-218-7

第3回配本 第7巻 ─1975年～77年

第8巻 ─1978年～80年 

第9巻 ─1981年～83年

2024年5月刊
本体9万円＋税
（税込99,000円）

ISBN978-4-86617-222-4

＃日本近現代史
＃ジェンダー研究
＃家族社会学
＃避妊・人工妊娠中絶・
　生殖医療研究
＃人口政策・少子化研究
＃母子保健・母性看護学
＃性教育
＃優生保護法

キーワード


